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ＡＯ入試１次選考問題 

 

コンピュータ理工学部 
 

 

情報科目 
 

 

 
注 意 事 項  

1. 試験開始の合図があるまで、問題用紙を開いてはいけません。 

2. 解答はすべて、所定の解答用紙に記入してください。 

3. 解答用紙に受験番号と氏名（フリガナ）を記入してください。 

4. 解答時間は６０分です。問題は８ページあります。  

5. 問題用紙・解答用紙および計算用紙はすべて回収します。一切持ち帰ってはい

けません。 

 

京都産業大学 
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文字が"q"か？

文字が"Q"か？

処理開始

"Quit"と画面表示

処理終了

1文字入力

YES

NO

YES

NO

文字を英大文字へ変換

文字が英小文字か？

文字を画面表示

YES

NO



〔III〕以下の文章を読んで、設問（Ａ）〜 設問（Ｃ）に答えなさい。 

xy 平面上に上向きあるいは下向きの半円を描く命令 arc(x, r, d)がある。xは半円の中

心の x 座標を表し、rは半円の半径を表す。dは半円の向き（direction）を表す変数で、1 か 2 

のどちらかの整数値をとる。d = 1 のとき上向き、d = 2 のとき下向きの半円を描く。半円の中

心の y 座標は常に y = 0 である。例えば、arc(0, 1, 1)を実行すると xy 平面上に次のよう

な半円が表示される。これを半円１とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

設問（Ａ） 

半円１を表示した後、半円１の右端の点を中心とし、半円１の直径の値を半径とするような

下向きの半円（これを半円２とする）を下図のように表示させた。半円２を描く命令を記述せ

よ。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

設問（Ｂ） 

次に、半円２の左端の点を中心として半円２の直径の値を半径とする上向きの半円（半円３）、

さらに半円３の右端の点を中心として半円３の直径の値を半径とする下向きの半円（半円４）、

といった規則で次々と半円を描き加えて、次ページの図のような渦巻き模様を作ることを考え

る。 

半円２ 

半円１ 

半円２の

中心 

中心座標 
x = 0, y = 0 

半径 
r = 1 

x 

y

半円１ 

1 -1 



 
 
 
 
 
 
 
この渦巻き模様を作る[プログラム１]の空欄①～⑤に適切な式または命令文を入れよ。ただ

し、arc以外にプログラム中で用いることが出来る命令文と演算子は下の右の枠内に記述した

通りとする。また、プログラム中には変数 x,r,d と、繰り返しの回数を表す変数 n、および

定数として整数を用いることができる。 

 
[プログラム１]         命令文と演算子の説明 
x ← 0 
r ← 1 
d ← 1 
n ← 1 
while n <= 5 
arc( x, r, d ) 
if d == 1 

x ←    ①    

   ②    

else 

x ←    ③    

   ④    

end 

r ←    ⑤    

n ← n + 1 
end 
 

設問（Ｃ） 

設問（Ｂ）のプログラム１は、dの値に応じた条件分岐（点線で囲った部分）を、より簡単

な計算手続きで同じ結果が得られるように書き換えることが出来る。プログラム１の点線で囲

った部分の処理を、条件文（if … else … end）を用いない単純な計算のみで行わせるプロ

グラムコードを示しなさい。必要に応じて、新たな変数（変数名は独自に考えてよい）を１つ

だけ用いてよい。 

半円５まで描き加えたところ 

＜命令文＞  ＜動作＞ 
変数 ← 式   変数に式の値を代入する。 
 
while 条件式  条件式が真である間、endまでの 
…    命令を実行する。 
end 
 
if 条件式  条件式が真のとき、elseまでの 
…    命令を実行し、偽のとき、elseから

else   endまでの命令を実行する。 
…   
end 
 
 
＜比較演算子＞ ＜意味＞ 
A == B   Aと Bの値が等しい。 
A <= B   Aの値が Bの値以下である。 
 
 
＜四則演算子＞ ＜意味＞ 
+    加算（足し算）を行う。 
-    減算（引き算）を行う。 
*    乗算（かけ算）を行う。 
/    除算（割り算）を行う。ただし、 

結果は実数で表される。 
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初期状態

商品選択

商品A排出

Cボタン押下Bボタン
押下

100円投入

Aボタン押下

スタート

商品B排出 商品C排出

10円投入

10円排出

10円投入

○○処理

実線の矢印は「10円投入」といったラベルに示され
た操作（入力）の発生によって遷移が行われること
を意味する。書かれていない操作（入力）が発生し
た場合は単純に無視され、状態の遷移は生じない。

表記の例

点線の矢印はそうした入力を待たず、無条件に遷移
が行われることを意味する。

小判型の枠が一つの状態を意味しており、その状態
に遷移したときに実行される処理の内容や、その状
態の意味等が書かれている。

記号などの意味
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初期状態

10円保持

10円投入

商品選択

商品A排出

Cボタン押下Bボタン
押下

100円投入

Aボタン押下

スタート

商品B排出 商品C排出



ĝ�ĽŇľ�

 
� +�?*  3. /ĝě.04$Ē¾ï>��&#�10��10��+Đ�) 10�@Â~�#£
��Ē¾8>)�-��8�!/:�-m�ħ3#£���+*Â~8># 10 �@û°~Ĵ
+�)ĨĴ���2
10�yÅ�õ½.ĮĄ�-�>1-;-���>@«÷�=:���Ċ
ã/ .zåc�ĉ :�#$�ĝ�(A)*��#Íė0�Ċ.�4-�)ė�� 
 
� -���/:�-�+@«÷�=#7.0�pi/:�-õ½ĮĄ@Ę�Ĝĩ@Ī��=·Ě

��=� 
c� 10 �/Â~.:&)ĮĄ�)�= 
c� ĮĄ�)�=+�10 �@ĨĴ�.É��= 
c� É��>1�òÜq.ä/õ½.ĮĄ�= 
�   4. .��>@«÷�=Ĝĩ@x+�)Ă���/�ĺ@�7)��>pĶ�/Ĝê.µ&
)ĕ�*Ñ��âĔĽ�ø/�¬�x�1
10�É��-,ľ@ªđ�)w&)ė�� 
 

 
  4. 10�@ĨĴ�=õ½ 

 

ĝ�Ľňľ�

 
� Ĭ°ĕ�Ĥ¤â.0�īl*Ìv@97=#7/
ĨĴ`Od��'�)�=��/`Od@

Ìv�#£��!>4*.~Ĵ8>#ĴĻ@É��)��Úõ½.Á;-�>1-;-�� 
� �>@«÷��ĝ� (A), (B) *Í��#İ�@�6�©À�#ĕ�Ĥ¤â/õ½ĮĄ @�
Ċã/ .zåc�ĉ :� 
� -�ĨĴ/#7/ęĜ0  5. @�Ē.�)Ĝ~8>#�� 
 

 
  5. ĨĴÌv/x 

 
 
  

10円
投入

10円排出

10円排出

返金レバー
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